


うみほし公園で観る天の川

　このエノコログサは「ネコジャラシ」という

名前でみなさんもご存じではないでしょうか。

エノコログサの名前の由来は、「いぬころ草」

からきています。穂の形が犬の尻尾に似ている

からのようです。外国では、「キツネの尻尾草」

と言われているそうです。

　園内には、「コツブキンエノコロ」や「アキ

ノエノコログサ」といったエノコログサの仲間

がいます。是非うみほし公園へ来て、実際に触

れて、秋を感じてください。

漁港で今日の一品を品定め

うみほし公園
の仲間たち

エノコログサ

公園だより
うみほし公園のダイニング担当

いくちゃん
　「

　はみ　

波見」の海と山の幸を「
は

食む」取り組みを

「はむはみ」と呼んでいます。近隣の漁港で旬

の魚を買いに行っています。今はカマスや地元

でアキイカと 呼ぶアオリイカが美味しいです。

　海藻メニューは、アカモクの炊き込みご飯。

長時間炊いて冷やし固めたウゴは、もともとは行事食

で、ネギと生姜で

和えてさっぱり食

べます。

　野菜は地元で

とれた旬のもの。

ノブキなど山菜

も採れるので保

存食にしていま

す。このあたり

はもともと半農半漁で暮らしていた地域。身近

にある恵みでまかなう暮らしは、まさに地産

地消。「もったいない」をいかに美味しくするか、

伝統食を参考にしながら手間をかけて工夫して

います。


